
事業戦略

各組織と事業区分／領域

ITサービス事業

公共 民間

中央官庁、 
地方自治体 金融郵便、 

学校・教育機関
流通・サービス、 

製造
消防・防災、トランスポート、 

ライフライン、メディア

国内市場

海外市場 デジタル・ガバメント／デジタル・ファイナンスBU

パブリックBU

デジタルプラットフォームBU

エンタープライズBUクロスインダストリーBU

2021年度	
実績

2022年度	
実績

2023年度	
予想

2021年度	
実績

2022年度	
実績

2023年度	
予想

 国内   海外（DGDF）  国内   海外（DGDF）
 調整後営業利益率

2,527

16,179

13,652
1,212
（8.9%）

8.5%

160（6.3%）

14,649 1,496
（10.2%）

9.6%

184（6.3%）

18,000 9.8%

1,770
1,680

1,372

2,901

17,550

売上収益
（億円）

調整後営業利益（率）
（億円）�

NEC統合レポート2023 19コーポレート・データ取り組みと体制NECの企業価値Cover Story 戦略と進捗



 国内ITサービス
事業概要と目指す姿 �
今日の社会や企業を取り巻く環境はVUCAの時
代といわれ、社会・企業の活動を持続可能なも
のとするにはデジタル技術を活用した変革（DX）
が必要とされています。DXとは、「企業がビジネ
ス環境の激しい変化に対応し、データとデジタ
ル技術を活用して、お客さまや社会のニーズを
もとに、製品やサービス、ビジネスモデルを変革

するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、
企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確
立すること」と定義されています。NECは、社会・
お客さまの活動をITで支えるだけでなく、NECが
保有する技術力やリソースを最大限に活用して
社会や産業の変革をデジタルにより実現します。

市場環境と社会課題 �
日本国内のIT市場は、異業種間での連携加速、
業界を超えた再編の活発化といったビジネス環
境の変化、AI、IoT、5Gネットワークをはじめとし
たテクノロジーの進化などを背景に、社会・企
業のデジタル化によるIT需要が継続しています。
エンタープライズ領域のIT投資は、従来型のIT
サービスから、既存システムのクラウド化および

オペレーションのデジタル化支援へとシフトし、
将来的にはビジネス拡大に向けデジタル技術を
活用したクラウドベースのサービス導入の増加
が見込まれます。また、日本における行政のデ
ジタル化やデジタル田園都市国家構想もあり、
社会全体でのデジタル化が必須となっています。

一方で、世界の企業と比較してDXに成功してい
る日本企業は少なく、DXを進めるにあたっての
課題も見受けられます。具体的にはDXに通じた
人材の不足（量、質、リスキル）や、具体的なロー
ドマップを描く難しさ、実事業への展開が進まな

いなどが挙げられます。このような現状からDX
実現に向けて上流のコンサルティングから導入・
運用といった下流までを統合したDX導入支援
への需要が増加しています。

NECの強み �
 �長年にわたって培ってきたお客さま基盤／ノウハウ：
パブリック領域におけるミッションクリティカルな
システム運用実績、エンタープライズ領域におけ
る大手お客さまとの平均取引年数は25年以上
 �上流から下流までお客さまのDXを強力に推進す
る実行力：上流のコンサルティングから、デリバ
リ、運用・保守といった下流までアジャイルにソ
リューションを提供できる体制・リソース

 �DXの強力なユースケース：NECは自らをDXの	
実験場として変革を推進し、最先端の実証を	
自ら行うことで競争力を向上させると同時に、お
客さまに提供できる強力なユースケースを保有
 �豊富なDX人材：のべ約8,000人のDX人材*、2025
年度に10,000人のDX人材確保に向けた育成	
プログラム

� * 2023年3月末時点

事業成長に向けた戦略 �
 �コンサルティングからデリバリまで一貫した価値
提供の拡大：お客さまが抱える経営課題に対し
て、上流のコンサルティングからアプローチし、お
客さまマネジメントの経営アジェンダを解決する
パートナーとして併走して課題解決を目指します。
課題解決に向けた全体設計だけでなく、各業界
に通じたノウハウを活かし実現に向けた具体的
な計画への落とし込みや提案、NECが持つ強いデ
リバリ、導入後の運用・サポートまで一貫した価
値提供をしていきます。� 	
中でも各業界のリーディング企業とNECとのパー
トナーシップを戦略パートナープログラムと位置
づけ、各業界に求められるモデルケースを創出し、
それらをオファリングメニューへと組み込み、広く
展開していきます。
 �共通基盤によるビジネスモデル変革：従来は業
種・お客さまごとに個別最適で展開していた製
品・サービス・アセットを、NECが保有する技術・

ノウハウをベースとしたサービスメニューとして
共通基盤として整備しています。これによりお客
さまへより迅速な価値提供が可能となるだけで
なく、従来の工数型からバリュープライシングへ
とビジネスモデルを変革し、リピータブルに活用
することで収益性の向上も図ります。
 �競争力強化に向けたアライアンスの継続的な強
化：パブリッククラウドやプライベートクラウド、
オンプレミスといった多様化する需要に対して、
NECは自社で各種環境を保有するだけでなく、	
グローバルなITパートナーシップにより競争力	
を強化していきます。具体的にはAmazon Web 
Services（AWS）社やMicrosoft社、Oracle社、Red 
Hat社と協業し、お客さまのニーズに適したIT環
境を提供していきます。
 �行政デジタル化への貢献：NECは長年の実績・
ノウハウを活かして、行政における業務の標準
化・効率化や、国民の利便性向上、デジタル基盤

DX推進の課題 人材

組織的な取り組み

アジャイルな 
取り組み

個人の取り組み

� ��

��%

��%

��%

DXに関する
人材不足 米国*2

日本*1

米国*2

日本*3

米国*2

日本*4

ベトナム*5

日本*5

事業への展開
が進まない

出所：日本能率協会／ボストンコンサルティング � *5：各国　N=1,000　出所：パーソル総合研究所「APAC就業実態・成長意欲調査（2019）」

� *1：N=533　*2：N=369　*3：N=534　*4：N=527　出典：IPA DX白書2021
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DXに成功していると回答した
日本企業は14％に留まる

（世界は30％）
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人材の「量」不足

経営者

自己研鑽している

DX全社戦略あり

リスキル実施

業務部門

成長実感

人材の「質」不足*3

IT部門

成長意欲

経営者・IT部門・業務部門協調できている

DXに取り組むうえでの課題
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NEC Software Solutions 
U.K.（SWS）

（旧Northgate Public Services）
英国のITサービス企業。特に警察業
務、税徴収・社会保障給付、公営住
宅管理の領域で強固な顧客基盤と
水平展開可能な共通業務プラット
フォームを持つ。

KMD Holding	

政府向けソリューション事業における
強固な顧客基盤と幅広いプラット
フォーム、金融・保険向けソリュー
ション事業展開、ユーザーエクスペリ
エンスやアナリティクスでの豊富な実
績を有する、政府デジタル化を支えて
きたデンマーク最大手のIT企業。

Avaloq	

ソフトウェアをSaaS型で提供するな
どリカーリングビジネスで成長を続
けているスイスのソフトウェア会社。
ウェルスマネジメントの領域におい
て欧州では1位、APACでは2位と、
トップクラスのシェアを持つ。

買収3社

市場環境と社会課題 �
欧州の幾つかの国々では、デジタルIDを活用し
た当人認証や身元確認、適格性評価といった行
政と金融機関が連携した取り組みもすでに実用
化されています。加えて、デジタル・ファイナンス
領域では、デジタル技術を活用した高度な資産
運用アドバイスや、資産取引の利用者の裾野が
広がることによる長期的な市場成長が見込まれ
ています。
このような事業機会が見込まれる一方で、高齢
化の拡大やデジタルディバイドによる行政サー

ビスの地域差拡大、富の偏重・格差拡大、地球
温暖化対策のためのCO2排出量の削減といった
課題もあります。特に地球温暖化対策は、電力
需給の管理や化石燃料からの脱却と同時に、IT
を駆使して新たな社会の仕組みを創っていく必
要があり、デジタルを基盤としたグリーン社会へ
の移行は最も注力すべき領域の1つといえます。
また、行政・金融のシステムは長く運用されるた
め、その役割を担うには社会的責任と信頼性が
求められます。

NECの強み �
 �グローバルなお客さま基盤と実績：英国の45%
の地方政府に対して税金徴収や社会保障給付
システムを提供、政府の電子化先進国である
デンマークの自治体向け行政ソリューションで
50%超えるシェア、ウェルスマネジメント向けコア

バンキングシステムにおいて欧州でNo.1、APAC
でNo.2のシェア
 �優位性のある技術：AI・生体認証、セキュリティ、
先進的なシステムアーキテクチャ、豊富な行政向
けDXオファリングメニュー

事業成長に向けた戦略 �
 �ビジネスエリアの拡大：英国のSWS社は、すでに
事業展開しているオーストラリアやニュージーラン
ドに加えて、英連邦各国（コモンウェルス圏）へと
事業を展開していきます。また、デンマークのKMD
社は北欧を中心とする欧州への展開だけでなく、
NECが強みを持つAPACや日本への展開も進め
ています。スイスのAvaloq社は、日本市場へも	
ソリューション提案と、BlackRock社との戦略的
パートナーシップによりウェルスマネジメント領域
での革新的なソリューション提供により価値提供
を拡大していきます。
 �事業ポートフォリオの変革：欧州3社のSaaS比率
は7割を超えていますが、この水準をさらに向上

させていきます。同時にソフトウェア事業へのシフ
トを加速させて収益性の向上を図ります。また、
低収益事業のカーブアウトや、事業成長に向け
て事業領域・顧客基盤を拡大するためのボルト
オンM&Aにより、事業ポートフォリオを変革して
いきます。
 �開発・オペレーション効率化：NECグループ全体
での調達を含むコストシナジーの追求や選択と
集中、資産の相互活用により競争力を強化しま
す。特にソフトウェア開発でのオフショア・ニアショ
ア比率は約40%ですが、2025中期経営計画期間
中に55%にまで向上させ、収益性を向上させてい
きます。

の提供、マイナンバーカードの活用拡大などを実
現していきます。行政のデジタル化に際しては、
高い安全性・品質と、システム導入に向けた迅速
性・柔軟性・生産性が求められ、政府のガイドラ
インに準拠し最適なバランスを確保していきます。
� 	
また、行政デジタル化の先進国であるデンマーク
にて、デジタル化を支えてきたKMD社と連携し、
デジタルディバイドの解消や実現に向けた課題解
決など彼らが持つノウハウを活かした積極的な
提案も行っています。

 �新たな事業機会の取り込み：既存領域でのビジ
ネス拡大に加えて、新たな領域での事業機会の
取り込みも図っています。具体的には、生体認証
技術を活用した空港・ビル・ホテル向けのDigital 
ID事業や、デジタル田園都市国家構想の実現に
向けたスマートシティ事業、交通インフラとモビリ
ティが協調し安全・安心な交通社会を実現する
インフラ協調型モビリティ事業、業務プロセスを
デジタル化した高度なBPOサービスを提供する
Digital Process Innovation事業により事業成長
を目指します。

 海外デジタル・ガバメント／デジタル・ファイナンス

事業概要と目指す姿 �
行政・金融のあらゆる分野においてITの活用に
より事務負担の軽減や利便性の向上、事務の簡
素化・合理化などを図り、効率的・効果的な運
営が可能となります。デジタル化はさまざまな業
種間の連携・融合を促しますが、特に行政と金
融の連携は先行して加速すると見られています。
NECは、買収した英国のNEC Software Solutions 
U.K.社（SWS社、旧Northgate Public Services

社）、デンマークのKMD社、スイスのAvaloq社の
欧州3社を中心にデジタル・ガバメント／デジタ
ル・ファイナンス事業を展開しています。高信頼
なデジタル技術によって、透明性が高く、公平に
利用できる行政・金融基盤を構築し、一人ひと
りに合わせた生活者中心の行政・金融サービス
を提供することでWell-beingな社会を実現し	
ます。
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各組織と事業区分／領域

公共 民間

中央官庁、 
政府関係機関 宇宙 航空 通信事業者、他

国内市場

海外市場

エアロスペース・ナショナルセキュリティBU

テレコムサービスBU

社会インフラ事業

 テレコムサービス   エアロスペース・ナショナルセキュリティ  テレコムサービス   エアロスペース・ナショナルセキュリティ
 調整後営業利益率

売上収益
（億円）

調整後営業利益（率）
（億円）

2021年度	
実績

2022年度	
実績

2023年度	
予想

2021年度	
実績

2022年度	
実績

2023年度	
予想

2,095

9,293

7,198 513	
（7.1%）

7.5%

181
（8.6%）

8,170
482

（5.9%）

256
（10.4%）

6.9%

10,850
8.8%

950

738694

2,452

10,622
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 テレコムサービス

事業概要と目指す姿 �
NECは創業時から通信事業を行っており、テレ
コムキャリア向けに固定系および無線系の通信
設備や、設備管理を行うOSS、お客さまサポート
を行うBSS、そしてエンドユーザ向けサービスプ
ラットフォーム、国際通信を担う海底ケーブルな
どを提供しており、デジタル社会の根幹である
ネットワークを支えています。

高速・大容量・低遅延な通信環境により個人か
ら事業者・官庁まで幅広い情報活用をもたらし、
人にも環境にもストレスなくつながる社会に貢
献します。人・モノ・コトを豊かにつなげること
で、いつでも、どこでも、誰でも、充実した情報生
活や新たなDXサービス、安全・安心のための防
災など、明るく豊かな暮らしを享受できる社会を
実現します。

市場環境と社会課題 �
近年は、スマートフォンやPCだけでなく各種セン
サやスマートメーター、家電、自動車、医療機器
などもネットワークへとつながり、社会全体での
トラフィックは増大傾向が続いています。トラ
フィックの増大とともに、通信機器の電力消費
の増加による環境負荷への対策も対処すべき
課題です。
このような背景から、通信事業者には効率的か
つ柔軟な事業運営が求められ、効率的なトラ
フィック収容やネットワーク構築、柔軟なネット

ワーク運用、カーボンニュートラル対応を可能
にするソリューションの需要が高まっています。
また、通信収入の伸び悩みに伴い通信事業者
は非通信領域での収入拡大を図る動きがあり
ます。
ネットワークは社会を支えるインフラであり、経
済安全保障の観点からもセキュアな通信の重
要性が高まっており、政策連携・活用がより重要
となっています。

NECの強み �
 �長年のネットワーク基盤の構築による実績と深い
知見：ミッションクリティカルなインフラを構築・
運用してきた実績、通信事業者向け事業で長年
培ったアセットとノウハウ、海底ケーブルでの世界
トップクラスのシェア

 �幅広い技術と提案力：固定系および移動系ネッ
トワーク、海底ケーブルでの光通信の先端技術、
OSS／BSSなどのITサービス、セキュリティ

事業成長に向けた戦略 �
 �グローバル市場での5G事業の成長とビジネスモ
デルシフト：電力消費を含むTCO（Total Cost 
Ownership）意識の高まりを背景に、効率的かつ
柔軟なネットワーク運営への期待が高まっており、
欧州を中心に実証および商用案件を拡大してい
きます。また、ネットワーク運用の面では、自動化、

効率化、ネットワークリソースの最適化を求める
動きがあり、これらに対応した高付加価値のソ
リューションを拡充していきます。併せて従来の
ハードウェア売り切り型から、ソフトウェア比率・
リカーリング比率を向上させ収益性の向上と安
定化を図ります。

グローバル基地局市場動向
（%）

Open RANの導入意向

出所：�Mobile World Live, Industry survey on Open 
RAN adoption

 トラディショナルRAN　  Open RAN
※ �各種市場レポートをもとにNECが作成

商用稼働中 4%
ドライバー 障壁
Open RANが 

イノベーション 
を加速

マルチベンダ 
によるシステム 

の複雑化

新たなシステム 
導入による 
TCO削減の 

実現性

ベンダ選択の 
柔軟性を期待

コストを削減 
すること 
への関心

購買段階 
9%

導入予定なし	
15%

戦略検討中	
38%

トライアル中 
24%

ラボを所有 	
11%

86%が 
導入意向 

48%で取り組み 
具体化
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NEC 5G ポートフォリオ ポートフォリオの拡充・拡大施策

* M-MIMO：Massive Multiple Input Multiple Output

オ
ー
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化

SMO
（Service Management and Orchestration）

SW • モバイルネットワークの運用サポートシステム
• 運用の効率化、自動化を実現

• �柔軟なサービスを実現するオープンで仮想化された	
モバイルコアソフトウェア

• �自製品とパートナー製品で組み上げたOpen RANのエコシステム
• ミッションクリティカルによる安全・安心なシステム

• オープンで仮想化された無線制御ソフトウェア
• �自製品とパートナー製品の組み合わせで幅広いRUをサポート

• 5Gの特徴を実現できるM-MIMO*O-RU
• パートナーを活用しポートフォリオを拡充

5GC
（5th Generation Core network）

RAN SI
（Radio Access Network System Integration）

CU／DU
（Central Unit. Distributed Unit）

O-RU
（Open Radio Unit）
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 �非通信領域での収入拡大：通信事業者は、TCO
の増加と価格競争などによる通信収入の伸び悩
みに伴い、非通信領域での収入を拡大するニー
ズが高まっています。NECは顧客業務への知見と
戦略コンサルティングでのシナジーにより非通信
領域での新サービス創出・DX による事業拡大を
共創していきます。
 �海底ケーブルでの事業機会の取り込み：海底ケー
ブル市場は、OTTの旺盛な設備投資もあり市場
規模は2018〜2025年で年平均＋3%の成長が
見込まれています。先端光通信技術による差異

化とアジア太平洋を中心としたフットプリントを
強みに事業機会を取り込んでいきます。
 �将来ネットワークの実現に向けた取り組み：
Beyond 5GやIOWN構想の実現に向けて、日本
電信電話（株）（NTT）との業務提携を進め、新た
な価値を生む製品・技術の共同開発研究により
国際競争力を獲得し、グローバルでのビジネス
拡大を目指します。同時に電力効率化や再生	
エネルギーソリューションなどによる通信業界全
体のカーボンニュートラルの実現にも貢献してい
きます。
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 航空宇宙・防衛

事業概要と目指す姿 �
エアロスペース・ナショナルセキュリティ事業は、
航空宇宙および国家安全保障領域に関わるICT
ソリューションを、主に政府機関向けに提供して
います。具体的には、人工衛星やレーダー装置、
セキュアな通信や、大型のミッションクリティカ
ルシステムおよび人工衛星の管制・データ処理
を行う地上システムの提供をしています。NECの
宇宙事業は、約70年の事業の歴史の中で約80

機の衛星を開発・製造し、世界の約300機の衛
星に約8,000台の機器を供給してきました。衛
星によって得られるデータを防災やインフラ管理
に活用することで社会課題の解決に貢献してい
ます。
長年培った高い技術力を強みに、安全・安心・
公平・効率な社会の実現に寄与し、人々の豊か
な暮らしを守ります。

市場環境と社会課題 �
世界的な政治情勢や経済状況の変化が激しさ
を増す中、国家安全保障への意識が高まってお
り、通信を含むセキュリティや、防災のための災
害監視といった領域の重要度が増しています。
このような状況の中、通信の領域では、観測衛
星のセンサの高解像度化に伴い軌道上で取得
できるデータ量が増加しており、宇宙と地球との
間のリアルタイム通信の速度向上手段として宇
宙光通信技術に期待が集まっています。
また、災害監視においても地震や津波、浸水、
土砂崩落、林野火災などの状況を把握すること
は、災害時の迅速な復旧や被災低減に必要不
可欠です。高度数百kmを地球周回する衛星は

災害の影響を受けにくいことなどの利点があり
ます。人工衛星で広域の災害状況を把握し、宇
宙空間や宇宙と地上間のデータ通信を経て、さ
まざまな情報を収集・分析・評価し、その情報
を必要とする人々へ迅速に伝達することが求め
られています。
加えて、航空領域では年々拡大する輸送需要に
より主要空港や航空路の超過密状況をもたらし
ており、効率的かつ安全な航行の実現が求めら
れています。また、これらのシステムの故障／停
止がもたらす社会的影響は大きく、絶対的に信
頼度の高いシステムが必要不可欠です。

NECの強み �
 �ミッションクリティカルなシステムの運用実績：航
空宇宙および国家安全保障に関わるミッションク
リティカルなシステムを長年にわたって運用して
きた実績

 �長年培った高い技術力：海底から宇宙まで網羅
する高度な通信技術、世界トップレベルの生体認
証・AI・サイバーセキュリティ技術
 �開発・製造から運用まで一貫した事業体制：自
社での開発・設計から製造、導入、運用・保守ま
で一貫して提供できる事業体制

事業成長に向けた戦略 �
 �宇宙から海中までを広く活用し安全・安心な社会
を実現：安全保障および経済安全保障がますま
す重要となる中、NECは宇宙から海中までを広く
活用し安全・安心な社会を実現していきます。� 	
具体的には、衛星通信や衛星運用・宇宙の状況
監視を活用した宇宙空間での次世代の通信イン

フラ構築、ミッションクリティカルなSIや電波セン
シングといった技術と50年以上の実績を活かし
た防空システムの高度化、音波センシングや秘匿
通信といった技術を活用して海中での資源調
査・海中監視・災害検知の高度化を実現してい
きます。

 �航空業界のトランスフォーメーションへの貢献：
NECが保有する航空管制・レーダー技術や、空港
エアラインシステム、DXオファリングメニューなど
のアセットを活用し、政策提言・施策提案を加速
するとともにパートナーシップを強化し、航空業界
全体での国際競争力の強化へ貢献していきます。
 �不採算案件の抑制による収益性の改善：不採算
案件を抑制するため、特別対策チームによるプロ
ジェクトマネジメントの強化、第三者による定期
的な状況確認・分析、エンジニアリング力向上の
ための教育推進およびプロセス改善を継続して
いきます。加えて世界発・業界初といった初物案

件への対策としては、研究開発を伴う案件の研
究開発部分の事業化、顧客商習慣への提言、提
案段階でのリスク検証の強化を推進しています。
� 	
このようにプロジェクト特性に応じたリスク管理
を徹底することで不採算案件を抑制し、収益性を
改善させていきます。

宇宙

地上

海中

宇宙を活用した次世代の	
通信インフラ構築の実現

防空システムの高度化の実現

情報収集能力
（資源探査・海中監視・災害検知）の	
高度化の実現

実現に必要な	
技術

主な技術実績（一例）

ミッション	
クリティカルSI

電波	
センシング

AI

音波	
センシング

秘匿通信

水中通信

衛星通信
衛星運用	
宇宙状況監視

光通信
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